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標津漁師会とベコスケの
漁農食堂

漁師会７名とベコスケ４名の若手が作る活〆したトウベ
ツカジカやゴソガレイ、牛乳豆腐などに付加価値を付
け、手塩に掛けたメニューで本食堂も３年目を迎えたの
も皆様のおかげです。これからもどうかよろしくお願い
します!!

喫茶reefにて
平成31年３月10日撮影



しべつ議会だより　2

〇�地方公務員法及び地方自
治法の一部改正における
会計年度任用職員の処遇
改善と雇用安定に関する
意見書

　提 出 者
大垣　　勇 議員

意見書

同意案件
根室町村等　　
公平委員会委員
大形　幸男 氏

 ＜住所＞�中標津町東５条南
８丁目１番地６

 ＜任期＞平成31.４.１～
　　　　　　　　35.３.31

一般会計の補正予算
主なもの（執行残等は除く） （単位：千円）

項　目 金　額 内　容

ふるさと応援基金
積立金 45,460 年度内寄附見込積立金の追加

ふるさと新生プラ
ン・ステップⅡ推
進基金積立金（元
金）

50,000 政策積立

北海道知事及び北
海道議会議員選挙
経費

4,256 道知事及び道議会議員選挙に係
る経費

子ども・子育て基
金積立金（元金） 100,000 政策積立

病院会計繰出金 52,678 収益的収支の入院及び外来収入
の減等による繰出金

秋サケ施設整備特
別対策事業（標津
町漁業振興特別対
策事業）

23,864

［秋サケ不漁対策支援］
根室管内さけます増殖事業協会
の平成30年度施設整備に係る漁
獲割会費（さけます漁獲金額の
１％）を漁協に補助し、漁業者
の負担軽減を図る

水産振興基金積立
金 51,000 政策積立50,000千円

指定寄附１件の積立（漁協）

小学校維持管理運
営費 1,634 暖房用燃料費及び電気料の実績

見込みによる不足分の追加

中学校維持管理運
営費 1,865 暖房用燃料費及び電気料の実績

見込みによる不足分の追加

体育施設管理費 1,284

総合体育館の燃料費及び光熱費
の実績見込みによる不足分の追
加、アリーナ暖房天井配管修繕
経費

公
の
施
設
に
係
る

指
定
管
理
者
の
更
新

◎
標
津
サ
ー
モ
ン
科
学
館

　

指
定
管
理
者

　

特
定
非
営
利
活
動
法
人

　
サ
ー
モ
ン
サ
イ
エ
ン
ス
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

�

理
事
長　

市
村　

政
樹

◎
崎
無
異
育
成
牧
場

　

指
定
管
理
者

　
株
式
会
社　

グ
リ
ー
ン
ラ
ン
ド
標
津

　
　
　
　
　
　

代
表
取
締
役

�

今
井　

和
善

　
　
　

期
間
は
そ
れ
ぞ
れ

　
　
　
　
　

４
月
１
日
か
ら
３
年
間

標津町
課設置条例

条例の一部が変わり
分掌事務が

次の通りとなりました。

●北方領土に関すること。
　総務課→企画政策課

●ふるさと納税に関すること。
　財政課→企画政策課

●先住民族に関すること。
　保健福祉センターに追加
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平成31年第１回定例会（３月７～ 14日）で３議員が一般質問をしました。
各議員の質問項目とその内容を要約して掲載します。

町政のそこが聞きたい
一　般　質　問

　一般質問とは、定例会において、各議員が住民を代表して、
行政全般にわたり町執行機関の政策・方針を質す事です。
　あるいは報告、説明を求め又は疑問を質すことをいう。

①入居者の選考基準
②災害時要援護者支援体制

小　川　悠　治　議員	 ４ページ
　●　�『緑町福祉公営住宅団地』の

　　　　　　　　　　　　　　　  を質す

石　橋　昌　幸　議員	 ５ページ
　●　�受動喫煙対策を問う

　●　胆振東部地震でのブラックアウトを体験して…
　　　非常用電源等災害時の備えは？

吉　田　　　智　議員	 ６ページ
　●　【DMOの構築】を

　　　　　　　　　　　　　に組み入れを！

　●　百聞不如一見…
　　　現場主義で政策遂行を！

緑
町
福
祉
公
営

住
宅
団
地
の
外
観

役
場
庁
舎
の
外
に
設
置

さ
れ
て
い
る
喫
煙
所

緑町福祉公営住宅団地の目的は、高齢者世帯及び障がい者世帯と若者家族世帯を同一団地に居住する
事により、高齢者や体の不自由な方の福祉を推進することにある。現在６棟に53世帯が居住している。

【ＤＭＯ】：Destination Management ／Marketing Organizationの略
　　　　　　　『目的地を売り込む（管理・経営する）組織』の意味で、『観光地域づくり推進法人』と訳される

人口減少時代に挑戦する
政策パッケージ2019

現代用語の基礎知識 2018

百聞不如一見
【百聞は一見にしかず】出典：趙充国伝

出典

出
典
国
土
交
通
省
観
光
庁

DMOの形成

ＤＭＯ形成・確立の必要性

地域資源を最大限に活用し、効果的・効率的な集客を図る「稼げる」観光地域づくりを推進

地域の多様な関係者を巻き込みつつ、科学的アプローチを取り入れた
観光地域づくりを行う舵取り役となる法人 ＝ 「ＤＭＯ」を各地域で形成・確立

DMO：Destination Management/Marketing Organization

宿泊施設

交通事業者商工業

飲食店

農林漁業

・個別施設の改善
･品質保証の導入

・農業体験プログラム
の提供
・６次産業化による
商品開発

・ふるさと名物の開発
・免税店許可の取得

・二次交通の確保
・周遊企画乗車券の設定

・「地域の食」の提供
・多言語、ムスリム対応

地域住民

･観光地域づくり
への理解
・市民ガイドの実施

内外の人材やノウハウを取り込みつつ、多様な関係者と連携

地
域
一
体
の
魅
力
的
な
観
光
地
域
づ
く
り

戦
略
に
基
づ
く
一
元
的
な
情
報
発
信
・プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

観
光
客
の
呼
び
込
み

観
光
に
よ
る
地
方
創
生

多様な関係者との連携

・多様な関係者の合意形成
・データに基づくマーケティン
グ・戦略策定
・観光地のマネジメント・ブラ
ンディング

行政
･観光振興計画の策定
･インフラ整備（景観、
道路、空港、港湾等）
･文化財保護･活用
･観光教育 ･交通政策
･各種支援措置

ＤＭＯ

▼
受
動
喫
煙<Passive sm

oking>

自
分
の
意
思
と
は
無
関
係
、
あ
る
い
は
意

思
に
反
し
て
、
た
ば
こ
の
煙
の
吸
煙
を
余

儀
な
く
さ
せ
ら
れ
る
状
態
。
二
次
喫
煙

<second-hand sm
oke>

と
も
い
う
。

喫
煙
者
が
吸
い
込
む
主
流
煙
と
、
こ
れ

が
吐
き
出
さ
れ
た
煙
、
た
ば
こ
の
点
火

部
か
ら
立
ち
上
が
る
副
流
煙
の
３
種
類

が
あ
り
、
主
流
煙
に
比
べ
副
流
煙
の
ほ

う
が
有
害
物
質
が
多
い
。
た
ば
こ
の
煙

が
な
く
な
っ
た
後
も
、
喫
煙
者
の
髪
や

衣
服
、
部
屋
の
ク
ッ
シ
ョ
ン
、
カ
ー

ペ
ッ
ト
、
床
な
ど
に
付
着
し
て
残
っ
て

い
る
有
害
な
ガ
ス
・
粒
子
を
ほ
か
の
人

が
吸
い
込
む
こ
と
が
あ
り
、
三
次
喫

煙
、
サ
ー
ド
・
ハ
ン
ド
・
ス
モ
ー
ク

<third-hand sm
oke>

と
呼
ば
れ
る
。
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小川　悠治 議員

問　
『
緑
町
福
祉
公
営
住

宅
団
地
』
は
、
町
内
で
最

も
老
朽
化
し
、
高
齢
居
住

者
が
多
か
っ
た
緑
団
地
の

建
て
替
え
に
当
た
り
、
１

階
を
高
齢
者
や
体
の
不
自

由
な
方
に
、
一
、
二
階
は

福
祉
支
援
を
条
件
に
、
一

般
世
帯
を
居
住
さ
せ
る
模

範
的
な
福
祉
団
地
と
し
て
、

平
成
５
～
９
年
度
に
か
け

て
建
築
さ
れ
た
。

　

Ａ
～
Ｆ
棟
の
６
棟
で
、

高
齢
者
向
け
１５
戸
、
体
の

不
自
由
な
方
向
け
２
戸
、

一
般
の
方
向
け
３６
戸
、
合

級
～
４
級
の
障
が
い
者
手

帳
を
有
す
る
方
、
一
般
居

住
者
に
関
し
て
は
、
一
般

の
公
営
住
宅
の
選
考
基
準

と
同
じ
で
あ
る
が
、
入
居

の
条
件
と
し
て

■
共
用
玄
関
の
除
雪

■
緊
急
時
の
対
応

■�

災
害
時
の
避
難
の
手
助

け
の
３
点
の
福
祉
サ
ポ
ー
ト

を
お
願
い
し
、
入
居
栞
に

明
示
を
し
て
い
る
。

　

現
在
、
団
地
内
の
災
害

時
要
援
護
者
登
録
者
は
８

名
で
あ
り
、
１２
名
の
支
援

者
が
登
録
さ
れ
て
い
る
が
、

団
地
内
支
援
者
は
２
名
の

現
状
で
あ
る
。

　

災
害
に
お
い
て
は
、
迅

速
・
適
切
な
援
護
が
求
め

ら
れ
る
。
支
援
者
の
み
な

ら
ず
、
同
棟
居
住
者
全
員

の
協
力
が
望
ま
れ
る
。

　

団
地
内
居
住
者
の
理
解

を
求
め
る
等
、
整
理
・
解

決
す
べ
き
課
題
が
あ
る
。

計
５３
戸
と
な
っ
て
い
る
。

　

そ
の
福
祉
公
営
住
宅
の

❶
入
居
者
の
選
考
基
準

❷�

災
害
時
要
援
護
者
支
援

体
制

の
２
点
を
質
す
。

答　
副
町
長　

高
齢
者
の

入
居
条
件
は
、
世
帯
主
６５

歳
以
上
・
配
偶
者
６０
歳
以

上
の
世
帯
、
６５
歳
以
上
の

単
身
者
、
障
が
い
者
は
１

問　
団
地
の
２
名
の
支
援

者
で
、
緊
急
時
、
災
害
時

に
、
８
名
の
要
援
護
者
の

対
応
は
不
可
能
で
あ
る
。

福
祉
公
営
住
宅
の
目
的
が

形
骸
化
し
て
い
る
。

　

一
般
入
居
者
の
大
部
分

は
、
支
援
に
関
し
て
理
解

を
示
し
て
い
る
の
で
、
要

援
護
者
の
現
況
を
説
明
し
、

必
要
な
個
人
情
報
を
開
示

し
、
協
力
を
求
め
る
べ
き

で
あ
る
。

　

入
居
者
を
決
定
す
る
建

設
水
道
課
と
支
援
体
制
づ

く
り
の
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
「
ひ
ま
わ
り
」
の
連

携
が
求
め
ら
れ
る
が
？

答　
縦
割
り
行
政
の
弊
害

を
防
ぐ
為
、
職
員
間
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
進

め
る
。
緊
急
時
の
弱
者
は
、

「
自
助
・
共
助
・
公
助
」

の
内
、「
共
助
」
が
頼
り

に
な
る
。

　

福
祉
住
宅
に
限
ら
ず
、

個
人
情
報
の
運
用
に
関
し

て
見
直
し
た
い
。

『緑町福祉公営住宅団地』の看板

『緑町福祉公営住宅団地』<左からA・B棟　C・Ｄ棟　Ｅ・Ｆ棟＞

『
緑
町
福
祉
公
営
住
宅
団
地
』の

 
①
入
居
者
の
選
考
基
準

 

②
災
害
時
要
援
護
者
支
援
体
制 

を
質
す
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問　
２
０
１
８
年
７
月
に

制
定
さ
れ
た
「
健
康
増
進

法
」
に
よ
り
庁
舎
内
禁
煙
、

敷
地
内
禁
煙
は
当
然
と
考

え
て
い
る
。
し
か
し
、
日

本
に
は
た
ば
こ
を
吸
っ
て

は
だ
め
と
い
う
法
律
は
な

い
し
、
た
ば
こ
税
が
町
の

財
源
の
一
つ
で
あ
る
こ
と

を
考
え
る
と
受
動
喫
煙
対

策
を
講
じ
、
愛
煙
家
の
人

達
に
対
し
て
も
好
環
境
を

整
え
る
べ
き
で
あ
る
。

答　
た
ば
こ
税
は
今
年
度

４
６
８
０
万
円
で
あ
る
が
、

町
民
の
健
康
を
優
先
し
て

考
え
て
い
く
。
現
在
役
場

庁
舎
を
含
め
て
室
内
禁
煙

と
し
て
い
る
が
、
庁
舎
、

あ
す
ぱ
る
な
ど
は
室
外
で

喫
煙
し
て
い
る
。
喫
煙
施

設
を
設
置
す
る
に
は
か
な

り
経
費
も
必
要
だ
し
、
庁

舎
、
あ
す
ぱ
る
の
敷
地
内

受
動
喫
煙
対
策
を
問
う

非
常
用
電
源
等

　
　
　
　
災
害
時
の
備
え
は
？

胆
振
東
部
地
震
で
の
ブ
ラ
ッ
ク
ア
ウ
ト
を
体
験
し
て
…

今
後
相
談
し
な
が
ら
対
応

主
な
公
共
施
設
な
ど
に　
　
　
　
　

発
電
機
や
燃
料
確
保
に
努
め
る

に
適
当
な
場
所
が
な
い
な

ど
に
問
題
が
あ
る
。
今
後

何
ら
か
の
対
策
が
必
要
に

な
る
と
思
う
が
、
多
く
の

方
と
相
談
を
し
な
が
ら
対

応
し
て
い
く
。

問　
新
し
い
想
定
外
の
災

害
に
挑
戦
す
る
た
め
に

も
、
胆
振
東
部
地
震
で
経

験
し
た
全
域
停
電
を
踏
ま

え
、
非
常
用
電
源
の
重
要

性
、
そ
れ
に
対
し
て
の
燃

料
備
蓄
に
つ
い
て
と
、
町

が
災
害
時
に
優
先
す
べ
き

対
応
手
順
「
業
務
継
続
計

画
」
は
当
町
に
は
す
で
に

制
定
し
て
い
る
と
思
う
が
、

今
一
度
伺
う
。

答　
非
常
用
電
源
と
燃
料

の
備
蓄
に
つ
い
て

標
津
病
院
自
家
発
電
（
暖

房
用
燃
料
タ
ン
ク
と
共

用
）
で
多
く
の
電
力
を
使

用
す
る
機
器
を
使
用
し
な

け
れ
ば
最
低
で
も
一
時
間

使
用
可
。

あ
す
ぱ
る
自
家
発
電
（
暖

房
用
燃
料
タ
ン
ク
と
は

別
）
で
燃
料
は
劣
化
す
る

の
で
石
油
業
界
や
町
内
の

ス
タ
ン
ド
と
協
定
し
災
害

時
に
優
先
給
油
し
て
も
ら

う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

役
場
庁
舎
今
ま
で
防
災

無
線
用
の
自
家
発
電
機
だ

け
だ
っ
た
が
、
今
年
の
耐

震
工
事
に
合
わ
せ
自
家
発

電
機
を
充
実
さ
せ
て
い
く
。

今
回
の
地
震
に
よ
り
酪
農

家
１
１
９
戸
の
う
ち
１８
戸

が
発
電
機
が
無
か
っ
た
の

で
搾
乳
に
影
響
が
出
た
。

そ
の
後
補
助
事
業
や
自
己

資
金
で
１
１
０
戸
が

１
３
０
台
保
有
し
て
い
る
。

地
震
関
係
で
の
食
料
な
ど

の
用
意
は
防
災
計
画
で
も

個
人
で
対
応
す
る
こ
と
に

な
っ
て
い
る
が
町
と
し
て

も
、
急
い
で
避
難
し
た
町

民
に
対
し
、
一
定
の
食
料

等
を
用
意
し
て
い
る
し
、

町
内
の
コ
ン
ビ
ニ
な
ど
と

協
定
し
食
料
の
確
保
に
努

め
て
い
る
。
Ｂ
Ｃ
Ｐ
（
事

業
継
続
計
画
）
は
策
定
し

て
い
る
が
、
最
新
の
情

報
・
世
界
情
勢
を
把
握
し
、

停
滞
し
な
い
よ
う
に
取
り

組
む
。
今
、
力
を
入
れ
て

い
る
の
は
児
童
生
徒
へ
の

防
災
教
育
で
あ
り
、
今
後

も
継
続
し
て
い
く
。

役場庁舎の喫煙所

石橋　昌幸 議員

※非常用電源
写真はイメージです。
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問　
町
は
、
観
光
振
興
の

舵
取
り
を
担
う
Ｄ
Ｍ
Ｏ

（
観
光
地
域
づ
く
り
推
進

法
人
）の
構
築
を
検
討
し

て
い
る
。
当
町
に
は
類た
ぐ
いま

【
Ｄ
Ｍ
Ｏ
の
構
築
】を

に
組
み
込
み
を
！

れ
な
る
観
光
資
源
に
恵
ま

れ
て
い
る
。
そ
の
資
源
を
、

点
➡
線
➡
面
へ
と
拡
充
し
、

標
津
観
光
の
課
題
を
ク
リ

ア
し
、
地
域
一
体
の
魅
力

的
な
観
光
地
域
づ
く
り
に

よ
り
、
地
域
振
興
に
帰
結

す
る
事
が
望
ま
れ
る
。

　

そ
の
為
に
は
、
官
・
民

連
携
し
た
オ
ー
ル
標
津
の

体
制
・
組
織
の
構
築
が
必

須
で
あ
る
。

　

行
政
の
任
務
と
し
て
、

①
観
光
振
興
計
画
の
制
定

②
観
光
条
例
の
制
定

③
イ
ン
フ
ラ
整
備

④
文
化
財
の
保
護
・
活
用

⑤
観
光
教
育

⑥
交
通
政
策

⑦
各
種
支
援
措
置

　

等
、
多
種
多
様
挙
げ
ら

れ
る
。

　

交
流
人
口
・
関
係
人
口

の
拡
大
に
よ
る
地
域
振
興

の
見
地
に
立
脚
し
、【
Ｄ

Ｍ
Ｏ
構
築
】を
、『
人
口
減

少
時
代
に
挑
戦
す
る
政
策

パ
ッ
ケ
ー
ジ
２
０
１
９
』

に
組
み
込
み
、
積
極
的
に

取
り
組
む
べ
き
で
は
。

答　
昨
年
11
月
に
関
係

者
に
よ
る
検
討
会
議
を
実

施
し
た
。「
観
光
で
稼
ぐ
、

観
光
で
食
べ
て
行
く
」と

言
う
覚
悟
が
必
要
で
あ
る

が
、
一
方
で
未
成
熟
の
部

分
も
多
々
あ
る
。

　

行
政
主
導
で
進
め
る
と

成
果
が
上
が
ら
ず
長
続
き

し
な
い
事
が
多
い
。
議
会

等
に
も
諮
り
な
が
ら
、
慎

重
且
つ
前
向
き
に
検
討
し

て
行
き
た
い
。

問　
中
国
の
格
言
の【
百

聞
不
如
一
見
】
は
、
現
場

志
向
の
意
義
を
訴
え
て
い

る
。
現
場
主
義
を
唱
え
る

金
澤
町
長
の
下
、
縦
割
り

行
政
か
ら
脱
却
し
、
連
携

を
取
り
合
い
、
現
場
主
義

で
政
策
遂
行
す
る
事
を
町

職
員
に
望
む
。

答　
意
識
改
革
を
図
り
、

『
町
民
に
寄
り
添
う
』
事

を
信
条
と
し
て
業
務
に
あ

た
る
。
人
口
減
少
に
対
す

る
危
機
感
を
共
有
し
、
政

策
パ
ッ
ケ
ー
ジ
を
中
心
に

政
策
を
理
解
し
、
現
場
主

義
で
遂
行
し
て
行
く
。

人
口
減
少
時
代
に
挑
戦
す
る�

�

政
策
パ
ッ
ケ
ー
ジ
２
０
１
９吉田　　智 議員

参考資料

 

参
考
資
料

図　版

人口減少時代に挑戦する政策パッケージ2019

図　

版

【DMO・機能のイメージ】

百
聞
不
如
一
見

現
場
主
義
で
政
策
遂
行
を
！
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林
業
大
学
校
の
概
要

木下議員（議員15年以上） 田中議員（議長７年以上）

小川議員（議員15年以上） 高橋議員（議員27年以上）

　

当
研
修
会
が
2
月
25
日

に
釧
路
市
工
業
技
術
セ
ン

タ
ー
で
開
催
さ
れ
た
。
山

﨑
正
明
会
長
の
挨
拶
の

後
、
北
海
道
水
産
林
務
部

林
務
局
林
業
木
材
課
人
材

育
成
担
当
課
長
の
土
屋
禎

治
氏
に
よ
る
「
道
立
北
の

森
づ
く
り
専
門
学
院
の
目

指
す
姿
」
と
題
す
る
講
演

が
行
わ
れ
た
。

　

内
容
は
昨
年
旭
川
市
を

中
心
と
し
て
設
立
が
決

ま
っ
た
道
立
林
業
大
学
校

の
基
本
計
画
で

○
教
育
シ
ス
テ
ム
○
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
○
運
営
体
制
○

地
域
や
産
学
官
と
の
連

携
・
協
力
な
ど
詳
細
に
つ

い
て
説
明
が
あ
っ
た
。

標
津
町
議
会
か
ら
は
、
大

垣
勇
、
山
崎
英
司
、
山
﨑

陸
郎
の
３
議
員
が
参
加
し

た
。

　

田
中
議
長
、
小
川
副
議

長
、
高
橋
議
員
、
木
下
議

員
が
２
月
６
日
に
全
国
町

村
議
会
議
長
会
会
長
か
ら

自
治
功
労
表
彰
を
受
け
３

月
14
日
標
津
町
議
会
定
例

会
に
お
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ

伝
達
さ
れ
た
。

平
成
30
年
度 

釧
路・根
室
地
方
森
林・林

業・林
産
業
活
性
化
を
促
進
す
る
た
め
の

連
絡
会
議「
研
修
会
」に
参
加

項　目 内　容 備　考

名　　称 （仮称）北海道立林業大学校 北海道らしい名称を公募し、
設置条例制定時に決定

就学用件
道内の林業関係企業等への就業を希望する者で
・高等学校卒業又は同等以上の学力を有する者
・入学時に40歳時以下の者

今後、道内外から広く募集

修学期間 ２年間
学年定員 40人（将来必要となる林業労働者数・新規参入者数などを勘案）

授業料等 検討中（農業大学校などの道立学校や、他府県の林業大学校の状況等を参考） 今後、設置条例制定時に決定

４
議
員
が
全
国
表
彰

挨拶をする山﨑正明会長

講演中の土屋禎治氏
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平成31年３月11日〜14日
予算審査特別委員会

予
算
審
査
報
告

議案番号 議　　　　　　　　案　　　　　　　　名
議案第１号 消費税及び地方消費税の税率改正に伴う関係条例の整備に関する条例制定

議案第３号 標津町地域住民センター条例の一部を改正する条例制定

議案第７号 公の施設に係る指定管理者の指定について（標津サーモン科学館）

議案第８号 公の施設に係る指定管理者の指定について（崎無異育成牧場）

議案第16号 平成31年度標津町一般会計予算

議案第17号 平成31年度標津町国民健康保険特別会計（事業勘定）予算

議案第18号 平成31年度標津町国民健康保険特別会計（病院事業）予算

議案第19号 平成31年度標津町介護保険特別会計（事業勘定）予算

議案第20号 平成31年度標津町介護保険特別会計（サービス事業勘定）予算

議案第21号 平成31年度標津町後期高齢者医療特別会計予算

議案第22号 平成31年度標津町簡易水道特別会計予算

議案第23号 平成31年度標津町下水道特別会計予算

議案第24号 平成31年度標津町金山地域休養施設等特別会計予算

一 般 会 計 67億7,200万円
７ 特 別 会 計 22億2,293万円
病院事業会計 10億8,875万円総額 100億8,368万円

平成31年度 予算原案可決

　

平
成
31
年
度
、
標
津
町

一
般
会
計
予
算
、
特
別
会

計
予
算
８
件
、
関
係
条
例

の
一
部
改
正
４
件
、
合
計

13
件
が
付
託
さ
れ
、
３
月

11
日
か
ら
14
日
ま
で
の
４

日
間
、
議
長
を
除
く
議
員

全
員
で
構
成
す
る
予
算
審

査
特
別
委
員
会
（
南
憲
治

委
員
長
・
山
﨑
陸
郎
副
委

員
長
）
で
慎
重
に
審
議
さ

れ
、
理
事
者
及
び
各
課
主

査
以
上
の
職
員
が
出
席

し
、
総
括
質
疑
終
了
後
、

討
論
採
決
を
行
っ
た
。

　

委
員
会
は
各
会
計
と
も

原
案
ど
お
り
可
決
す
べ
き

も
の
と
決
定
し
た
。

　

14
日
、
予
算
審
査
特
別

委
員
会
終
了
後
、
平
成
31

年
度
、
第
１
回
定
例
会
に

お
い
て
、
南
委
員
長
か
ら

委
員
会
審
査
報
告
が
な
さ

れ
、
全
会
一
致
で
可
決
さ

れ
た
。

人口減少時代に挑戦する「政策パッケージ2019」 ３つの柱
〜「北海道 No.1 の子育て支援のまち」〜

１．結婚・子宝・子育ての政策
　　　　２．定住・移住・暮しの政策
　　　　　　　　３．産業・経済の政策
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～役場庁舎の耐震等改修事業など、住民の安心・安全を第一とした防災・危機管理～

人口減少時代に挑戦する政策パッケージに5.4億円

各会計予算額 

※各会計の端数処理により、合算と合計額が合わない場合があります。

会　計　区　分 平成31年度 平成30年度 対前年度
比較（％）

一　般　会　計 67億7,200万円 69億5,000万円 ▲   2.6

特　
　

別　
　

会　
　

計

国民健康保険特別会計（事業勘定） ９億8,296万円 ９億2,841万円 5.8 

介護保険特別会計（事業勘定） ４億3,345万円 ４億2,286万円 2.5 

介護保険特別会計（サービス事業勘定） 3,079万円 2,960万円 4.0 

後期高齢者医療特別会計 １億3,031万円 １億2,660万円 2.9 

簡易水道特別会計 ２億3,088万円 ２億1,242万円 8.7 

下水道特別会計 ３億9,577万円 ４億0,228万円 ▲   1.6

金山地域休養施設等特別会計 1,877万円 2,139万円 ▲ 12.3

特　別　会　計　合　計 22億2,293万円 21億4,356万円 3.7 

企
業
会
計

国民健康保険特別会計 収益的収支 ９億8,657万円 ９億1,177万円 8.2 
（病院事業） 資本的収支 １億0,218万円 9,068万円 12.7 

企業会計合計 10億8,875万円 10億0,245万円 8.6 

総　　　　　　　計 100憶8,368万円 100億9,601万
円 ▲   0.1

　　　　
　依

存
財
源
　
　
　
　
　　

　　
　　　　　自主

財
源

総務費
11億3,346万円
（16.7％）

民生費
6億3,420万円
（9.4％）

衛生費
8億3,443万円
（12.3％）

町税
7億377万円
（10.4％）

繰入金
8億6,647万円
（12.8％）

使用料等
3億7,573万円
（5.6％）
地方譲与税等
2億5,840万円
（3.8％）

道支出金
3億4,678万円
（5.1％）

国庫支出金
4億1,868万円
（6.2％）

町債
9億7,763万円
（14.4％）

※自主財源　19億4,597万円（28.8％）
※依存財源　48億2,603万円（71.2％）

地方交付税
28億2,454万円
（41.7％）

議会費
4,916万円（0.7％）

労働費
338万円（0.1％）

農林水産業費
6億7,890万円
（10％）

商工費
1億2,970万円（1.9％）

土木費
8億2,084万円
（12.1％）

消防費
2億7,707万円
（4.1％）

教育費
5億6,610万円
（8.4％）

公債費
7億1,095万円
（10.5％）

諸支出金
75万円
（0.0％）

職員費
9億2,306万円
（13.6％）

予備費
1,000万円（0.2％）

歳出
67億7,200万円

町　債＝借　金
公債費＝返済金

歳入
67億7,200万円

｢科目別」内訳｢財源別」内訳

67億7,200万円…

一般会計

対前年度比
▲2.6％
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氏名

年月日

山
　
㟢

山
　
崎

吉
　
田
南
大
　
垣

石
　
橋

木
　
下

高
　
橋

小
　
川

田
　
中

H30.8.21 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
H30.9.13 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
H30.12.13 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

【全員協議会】議員10人

氏名

年月日

山
　
崎

吉
　
田

大
　
垣

石
　
橋

小
　
川

木
　
下

高
　
橋

山
　
﨑
南

H31.3.７ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
H31.3.11 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
H31.3.12 ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○
H31.3.14 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

【予算審査特別委員会】委員9人

年・月・日
氏名

議会名

山
　
㟢

山
　
崎

吉
　
田
南
大
　
垣

石
　
橋

木
　
下

高
　
橋

小
　
川

田
　
中

H30.６.20 第２回定例会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
H30.９.13 第３回定例会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
H30.12.13

第４回定例会
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

H30.12.14 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
H31.3.７

第1回定例会
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

H31.3.８ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
H31.3.14 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

【定　例　会】議員10人

年・月・日
氏名

議会名

山
　
㟢

山
　
崎

吉
　
田
南
大
　
垣

石
　
橋

木
　
下

高
　
橋

小
　
川

田
　
中

H30.５.16 第１回臨時会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
H30.８.21 第２回臨時会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

【臨　時　会】議員10人

 議員の出欠状況（平成30年度） 出席……○　 欠席……×
〔　〕の委員は複数所属

氏名

年月日

山
　
崎
南
大
　
垣

木
　
下

高
　
橋

小
　
川

山
　
﨑

吉
　
田

H30.10.１ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
H30.10.２ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
H30.10.５ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

【決算審査特別委員会】委員８人

氏名

年月日

山
　
㟢

山
　
崎

〔
石
橋
〕

木
　
下
南
大
　
垣

H30.４.24 ○ ○ ○ ○ ○ ○
H30.５.16 ○ ○ ○ ○ ○ ○
H30.６.14 ○ ○ ○ ○ ○ ○
H30.７.20 ○ ○ ○ ○ ○ ○
H30.８.23 ○ ○ ○ ○ ○ ○
H30.９.６ ○ ○ ○ ○ ○ ○
H30.11.19 ○ ○ ○ × ○ ○
H30.12.6 ○ ○ ○ ○ ○ ○
H31.1.18 ○ ○ ○ ○ ○ ○
H31.２.22 ○ ○ ○ ○ ○ ○
H31.３.15 ○ ○ ○ × ○ ○

【総務経済常任委員会】委員6人

氏名

年月日

〔
山
㟢
〕

〔
山
崎
〕

石
　
橋

小
　
川

吉
　
田

高
　
橋

H30.４.25 ○ ○ ○ ○ ○ ○
H30.5.22 ○ ○ ○ × ○ ○
H30.6.14 ○ ○ ○ ○ ○ ○
H30.7.17 ○ ○ ○ ○ ○ ○
H30.8.24 ○ ○ ○ ○ ○ ○
H30.9.6 ○ ○ ○ ○ ○ ○
H30.10.12 ○ ○ ○ ○ ○ ○
H30.11.22 ○ ○ ○ ○ ○ ○
H30.12.6 ○ ○ ○ ○ ○ ○
H31.1.18 ○ ○ ○ ○ ○ ○
H31.2.22 ○ ○ ○ ○ ○ ○

【文教福祉建設常任委員会】委員6人

氏名

年月日

山
　
㟢

山
　
崎

吉
　
田

大
　
垣

H30.4.13 ○ ○ ○ ○
H30.4.20 ○ ○ ○ ○
H30.6.20 ○ ○ ○ ○
H30.7.13 ○ ○ ○ ○
H30.7.20 ○ ○ ○ ○
H30.9.13 ○ ○ ○ ○
H30.10.12 ○ ○ ○ ○
H30.10.19 ○ ○ ○ ○
H30.12.13 ○ ○ ○ ○
H31.1.11 ○ ○ ○ ○
H31.1.18 ○ ○ ○ ○
H31.3.8 ○ ○ ○ ○

【広報特別委員会】委員４人

氏名

年月日

大
　
垣

高
　
橋

小
　
川

石
　
橋

木
　
下

田
　
中

H30.6.14 ○ ○ ○ ○ ○ ○
H30.９.6 ○ ○ ○ ○ ○ ○
H30.12.6 ○ ○ ○ ○ ○ ○
H31.3.1 ○ ○ ○ ○ ○ ○

【議会運営委員会】委員5人

氏名

年月日

山
　
㟢

山
　
崎

吉
　
田
南
大
　
垣

石
　
橋

木
　
下

高
　
橋

小
　
川

H30.6.14 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
H30.9.6 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
H30.12.6 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
H31.2.22 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

【合同常任委員会】委員９人
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本
誌
第
１
６
９
号
（
12

月
定
例
会
：
平
成
31
年
２

月
１
日
発
行
）
に
お
い
て

誤
植
及
び
脱
字
等
が
あ
り

ま
し
た
の
で
、
こ
こ
に
訂

正
し
、
お
詫
び
を
申
し
上

げ
ま
す
。

　

今
後
、
精
細
な
る
校
正

に
よ
り
、
誤
り
の
な
い
紙

面
作
り
を
心
掛
け
て
参
り

ま
す
の
で
、
変
わ
ら
ぬ
御

指
導
・
御
鞭
撻
の
程
、
宜

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

お
詫
び

●
読
点
「
、」
を

　

句
点
「
。」
に
訂
正

●
句
点
「
。」
を
入
れ
る

●
質
問
の
見
出
し
を

に
訂
正

小
川
悠
治
議
員
の
一
般
質
問

金澤町長の行政報告

６
ペ
ー
ジ　
欄
外
見
出
し
・
４
段
目
・
５
段
目

４ページ　３段目

７
ペ
ー
ジ　
１
～
２
段
目
（
質
問
の
見
出
し
）
・

１
段
目
（
顔
写
真
の
キ
ャ
プ
チ
ャ
ー
）
・
４
段
目

南
憲
治
議
員
の

　
　
一
般
質
問

●
３
箇
所
の 
復
興 

を
振
興
に
訂
正

国
道
３
３
５
号
線
沿
い
の
海
岸
浸
食

�

早
急
な
対
策
を
！

●「二」を「治」に訂正

常任委員会の動き〔文教福祉建設常任委員会〕
15ページ
３段目

● 

本
年 

を

　

平
成
30
年
に
訂
正

16
ペ
ー
ジ　
４
段
目

常
任
委
員
会
の
動
き

〔
総
務
経
済
常
任
委
員
会
〕

●
「　

」
内
の
文
章
を

　
「
衛
生
管
理
等
の
手
続
き

　

を
行
な
い
、」

�

に
訂
正



しべつ議会だより　12

　

平
成
27
年
５
月
に
広
報

特
別
委
員
の
任
命
を
受

け
、
あ
っ
と
い
う
間
の
４

年
が
過
ぎ
去
ろ
う
と
し
て

い
ま
す
。

　

途
中
で
メ
ン
バ
ー
の
一

部
交
替
が
あ
り
ま
し
た

が
、
こ
の
号
が
私
達
の
委

員
会
メ
ン
バ
ー
で
編
集
す

る
最
後
の
「
議
会
だ
よ

り
」
と
な
り
ま
し
た
。

又
、
平
成
最
後
の
号
と
な

り
ま
す
。
で
き
る
だ
け
議

会
の
内
容
を
細
か
く
お
知

ら
せ
す
る
様
に
と
努
め
て

ま
い
り
ま
し
た
が
、
伝
わ

り
ま
し
た
で
し
ょ
う
か
。

　

皆
様
の
ご
健
勝
を
祈
り

つ
つ
筆
を
置
き
ま
す
。

（
山
崎
　
英
司
）

議　長  田中　孝幸　　　　　　　　　委 員 長  大垣　　勇　　委　員  山崎　英司
副委員長  吉田　　智　　委　員  山﨑　陸郎

広報特別委員会

・標津町議会ホームページ…https://www.shibetsutown.jp/gikai/
・お問い合わせ………………gikai@shibetsutown.jp

２
０
１
７
年
４
月
に
着
任

し
３
年
目
の
春
を
迎
え
ま
し

た
。
も
し
友
人
に
、
標
津
町

の
印
象
を
聞
か
れ
た
ら
「
自

然
は
厳
し
い
が
、
人
が
と
て

も
優
し
い
町
」
と
答
え
よ
う

と
思
い
ま
す
。
標
津
町
は
人

情
味
が
あ
り
、
暖
か
い
雰
囲

気
の
あ
る
町
だ
と
感
じ
て
お

り
ま
す
。
ま
た
、
厳
し
い
自

然
だ
か
ら
こ
そ
見
る
こ
と
が

で
き
る
景
色
が
有
り
ま
す
。

多
く
の
方
の
名
刺
に
は
「
海
、

山
、
川
、
大
平
原
が
お
り
な

す
感
動
の
大
地
」
と
書
か
れ

て
い
ま
す
が
、
ま
さ
に
そ
の

通
り
で
す
。
そ
の
感
動
の
大

地
で
大
昔
か
ら
人
が
住
み
続

け
て
い
る
こ
の
標
津
町
は
、

魅
力
あ
ふ
れ
る
町
だ
と
思
い

ま
す
。

私
が
勤
め
て
お
り
ま
す

標
津
高
校
は
、
昭
和
９
年

（
１
９
３
４
年
）、
公
立
青
年

学
校
標
津
村
立
標
津
実
践
女

学
校
と
し
て
開
校
し
、
校
名

の
変
更
や
高
等
女
学
校
へ
の

昇
格
の
後
、
定
時
制
高
等
学

校
と
し
て
再
出
発
（
昭
和
25

年
５
月
２
日
：
開
校
記
念

日
）
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、

全
日
制
課
程
の
設
置
、
商
業

科
の
設
置
、
定
時
制
課
程
の

閉
課
、
商
業
科
の
閉
科
な
ど

を
経
ま
し
た
。
平
成
25
年
度

に
創
立
80
周
年
記
念
式
典
を

挙
行
し
た
伝
統
校
で
あ
り
、

卒
業
生
は
約
６
０
０
０
名
お

り
、
全
国
各
地
で
活
躍
し
て

い
ま
す
。
さ
ら
に
、
昨
年
の

７
月
に
は
ユ
ネ
ス
コ
ス
ク
ー

ル
の
認
定
を
受
け
ま
し
た
。

現
在
、
本
校
で
は
「
潜
在

力
が
開
花
し
、
一
人
一
人
が

輝
く
学
校
」
を
目
指
す
学
校

像
と
し
て
、
生
徒
た
ち
が
社

会
の
担
い
手
と
し
て
活
躍
す

る
た
め
の
資
質
や
能
力
を
身

に
つ
け
る
こ
と
を
目
標
と
し

て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
、

以
下
の
３
つ
を
柱
と
し
て
、

生
徒
一
人
一
人
に
寄
り
添
い
、

個
に
応
じ
た
教
育
の
実
践
を

心
が
け
て
お
り
ま
す
。

①�

学
び
が
輝
く
（
生
徒
一

人
一
人
の
学
力
を
伸
ば

せ
る
学
校
）

②�

未
来
が
輝
く
（
将
来
の

夢
、
進
路
の
希
望
が
実

現
で
き
る
学
校
）

③�

笑
顔
、
汗
、
涙
が
輝
く

（
豊
か
な
人
間
性
、
規

律
あ
る
学
校
生
活
が
送

れ
る
学
校
）

高
校
卒
業
後
、
多
く
の
生

徒
が
進
学
等
を
理
由
に
町
を

離
れ
ま
す
。
そ
ん
な
生
徒
た

ち
が
数
年
後
に
外
で
大
き
く

た
く
ま
し
く
成
長
し
て
こ
の

町
に
帰
っ
て
き
て
く
れ
れ
ば

良
い
な
と
考
え
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
に
も
、
在
学
中
に
、

こ
の
町
の
歴
史
や
自
然
に
触

れ
る
機
会
を
活
用
し
、
町
の

良
さ
を
知
っ
て
も
ら
い
た
い

と
考
え
ま
す
。
し
か
し
、
物

心
つ
い
た
頃
か
ら
住
ん
で
い

る
町
の
魅
力
や
良
さ
は
、
な

か
な
か
感
じ
る
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
。
だ
か
ら
こ
そ
、
自

分
た
ち
の
よ
う
に
、
他
の
土

地
も
知
っ
て
い
る
も
の
が
伝

え
る
こ
と
に
意
義
が
あ
る
と

考
え
ま
す
。

本
校
は
、
標
津
町
を
は
じ

め
と
し
て
多
く
の
方
々
よ
り

多
大
な
る
ご
支
援
を
受
け
な

が
ら
、
教
育
活
動
を
行
っ
て

お
り
ま
す
。
着
任
後
、
様
々

な
機
会
に
本
校
が
地
元
の

方
々
か
ら
大
切
に
さ
れ
て
い

る
こ
と
を
強
く
感
じ
る
場
面

が
何
度
も
あ
り
ま
し
た
。
地

域
か
ら
の
負
託
や
支
援
に
応

え
信
頼
さ
れ
る
学
校
、
さ
ら

に
は
「
行
き
た
い
」「
通
わ

せ
た
い
」
と
言
わ
れ
る
学
校

づ
く
り
を
目
指
し
て
教
職
員

一
同
、
尽
力
し
て
お
り
ま
す
。

今
後
と
も
ご
理
解
と
ご
支
援

を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

寄稿

北
海
道
標
津
高
等
学
校
　
校
長
　
中
　
川
　
雅
　
司

標
津
高
校
は「
一
人
一
人
が
輝
く
学
校
」づ
く
り
を

目
指
し
て
い
ま
す

（4年間ありがとうございました）

編集室


